
都道府県名  香川県

Ⅰ　産地パワーアップ計画（収益性向上タイプ）

１　成果目標

（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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都道府県
平均達成
率

20.0% 総合
所見

　県平均達成率が目標未達成となった。
　未達となった要因は、基準年度以降、市場単価の低下や、それに伴い結球レタスからブロッコリーへの転換などが進み、栽培面積が減少したこと等が原因と思われる。
　成果目標が未達成となった観音寺市地域農業再生協議会に対しては、引き続き目標達成に向けて関係機関と連携して指導を行う。

1.071
719,178
円/10a

①現状値：JA香川
県の平成27年産の
販売ﾃﾞｰﾀと、平成
27年産の実面積
(JA調査)から算
出。

②目標値：秀品率
や収量の向上によ
り、実面積当りの
販売額10％以上の
増加を図る。

③実績値：当年産
の販売実績と実面
積(JA調査)の実績
値から算出。
④達成率：(③－
①)/(②－①)×
100

20.0

　①コロナウイルスの影響もあって
か、全国的に価格が下がっている
中、販売が厳しくなることを見越し
て、実需との結びつきの維持・強化
に努め、出荷が始まる前に事前の販
売交渉を重ねてきた結果、当産地で
は全国ほど価格を下げず販売ができ
たが、目標達成とは至らなかった。
　②一方計画作成当初と比べて、非
結球レタス・ブロッコリーの需要が
伸び、結球レタスからの転換が年々
進んでいることが栽培面積、出荷量
の減少につながった。また、単収に
ついては例年に比べ気温が高く、収
穫作業が間に合わなかったことによ
る廃棄量の増加が単収の減少につな
がっていると思われる。
　③当初の計画どおり「第６次営農
振興３か年計画」に基づき、生産振
興・販売強化などの総合的な面での
営農振興を図ることで、施設の導入
目的に沿った事業推進を図る。これ
に加えて、国や県・市の各種新型コ
ロナウイルス対策の利用推進や、Ｊ
Ａ香川県独自の「新型コロナウイル
ス感染症緊急対策事業」を実施し、
産地の生産力の立て直しを図り、成
果目標の達成を目指していく。
　また、「販売単価に対する不安＝
固定費の高い支援部門を利用してま
で生産拡大をしたくない」との考え
に繋がっており、産地の生産力を確
保する為には、農家が安心して生産
に取り組めるよう販売力の強化を図
ることとし、今までよりも早い時期
からの販売交渉等を実施していくよ
う指導・助言等を行う。

販売額の10%増加に
取り組んだものの、
基準年度以降、全国
的な単価の低下の影
響や、それに伴う栽
培面積の減少等によ
り、達成率は20.0％
と目標未達となっ
た。
今後は、農業改良普
及センター及びＪＡ
と連携し、病害対策
の徹底等の栽培指導
を行うことで、収量
及び品質の向上に努
める。
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都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年度 面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト

地域(県又は国を含む)
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地域協議会等の評価

事業実施
前年度

目標年度

産地生産基盤パワーアップ事業

都道府県事業評価報告書（収益性向上対策）

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標



事業実施後
（目標年度）

実績値

香川県 観音寺市 観音寺市地
域農業再生
協議会

1 野菜（レタス） 販売額の10%以上の増加
（目標：10.9％増加）

703,813円
/10a（H27）

780,499円
/10a

719,178円
/10a

20.0% 達成状況が20.0％と低調であること、改善策に
ついては、生産振興・販売強化などの総合的
な面での営農振興を図ることや、各種新型コ
ロナウイルス対策を実施し、産地の生産力の
立て直しを図り、販売力の強化のため、今まで
よりも早い時期からの販売交渉等を実施する
などが挙げられている。それらの改善策を着
実に実行するため、観音寺市地域農業再生協
議会を指導・助言する必要がある。

成果目標の達成率が８０％未満の地域協議会

都道府県
名

市町村名
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整理番
号
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(対象作物
名）

成果目標 現状値
目標値
（Ｒ１）

目標
達成
状況

（参考）
都道府県による改善指導の判断理由


